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（法第２８条関係） 

２０１７年度（平成 29年度）事業報告書 

（２０１７年９月２５日～２０１８年５月３１日） 

 

NPO 法人 裏磐梯エコツーリズム協会 

 

Ⅰ活動の成果 

  初年度の活動期間は９月末（協会設立）からの８ヶ月の期間で、４月よりの新規の委託事業（北塩原村

より）を受託した事の準備と並行し活動を進めてまいりました。また各事業は、前身の裏磐梯エコツーリ

ズム協会からの継続事業ともなっておりますので、５月９日の設立総会からの活動として報告いたしま

す。 

  特に NPO 法人になった事で、それ以前は自然環境モニタリング調査においては結果を活かした保全・保

護といったような一歩踏み込んだ活動を進めていくことが難しかったが、環境対策などの活動は展開し

やすくなり、そのような点は大きな成果でありました。（法人格収得により助成金等が受けやすくなった

ため）今後の活動をさらに活発化していけるようにと考えています。 

  また、事業ごとの支出金を記載していませんが、各事業が複雑に関係しているため正確な支出の振り分

け（定款上の事業の区分と協会経理の事業区分が異なっているため）が難しいために割愛しております。

事業ごとの支出は添付書類「事業費の内訳」をご覧下さい。 

 

Ⅱ特定非営利活動に係る事業 

事業名 

(定款に記した

事業） 

 

具体的な事業内容 

Ａ：事業の実施日時 

Ｂ：事業の実施場所 

Ｃ：従事者の人数 

Ｄ：受益対象者の範

囲 

Ｅ：人数 

①  

自然や文化・人

などの宝を「掘

り起こす」「磨

く」事業 

・「守り狐デザインコンクール」を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「裏磐梯の噴火以前の文化・歴史遺産・噴火後

の開発事業の歴史・人々の暮らし」の掘り起こし 

Ａ 

・コンクール期間 

7 月～9月 

・掘り起こし 

通年 

Ｂ 

・コンクール 

法人事務所 

・掘り起こし 

各フィールド 

Ｃ 

延べ１０人 

Ｄ 

観光事業者・観光客 

 

Ｅ 

コンクール 

応募人数 21 名 

投票数 120 票 
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② 

磨かれた宝を

次世代（居住

者）や観光客

（来訪者）に伝

え、共有する事

業 

・守り狐絵付け体験講座を実施 

 

 

 

 

 

・杉並区の中学校（2校）に絵付け体験実施 

 

 

 

 

  

・修学旅行生（6校）に絵付け体験セット貸出し 

Ａ 

・絵付け体験 

4 月より土日祭日 

年 18 回 

・杉並区の中学校 

5/16・5/18 

Ｂ 

法人事務所及び 

イベント会場 

Ｃ 

１０人 

Ｄ 

一般市民・学生 

 

Ｅ 

２２０人 

③  

おもてなしの

心を磨く事業 

・小・中学生（地元）に出前講座を行ったが、

法人設立が９月末にずれ込んだことにより、

9/24 までに出前講座は終了（みなし法人の時

期に実施） 

・JICA での招請外国人へのエコツーリズム講座

を実施 

・５月より村民向け「ホスピタリティ英会話」

講座を開設した 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・JAIC 

10/19 

・英会話 

5/21・5/28 

Ｂ 

裏磐梯 

サイトステーション 

Ｃ 

８人 

Ｄ 

エコツーリズに関心 

のある一般市民や 

学生・招請外国人 

 

Ｅ 

８０人 

 

 

 

 

 

④  

地域環境保全

事業 

 

 

 

 

 

・侵略的外来生物駆除活動（法人設立が９月に

ずれ込んだことにより、9月 14 日にコカナダ

モ駆除活動終了） 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

Ａ 

・ウチダザリガニ 

駆除活動 

5/28 

・各種駆除申請 

4 月 5 月 

・レンゲ沼中瀬沼 

保全活動 

通年 

・キャンドル回収 

（雪祭り片付け） 

4/19 

 

Ｄ 

外来種駆除や環境 

保全に関心のある 

個人や団体 

 

Ｅ 

４０人 
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④ 

続き 

 

 

 

 

・オオハンゴンソウ・ウチダザリガニ・コウリ

ンタンポポ 関係機関に駆除申請 3 件 

 

 

 

 

・レンゲ・中瀬沼保全活動 

（サイトステーションを中心とした遊歩道を保

全モデルとして構築） 

  

 

 

 

 

・４月１日よりサイトステーション委託管理業

務の中で、レンゲ・中瀬沼遊歩道の巡察を週

１回実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・雪解けを待って（雪まつり）でのキャンドル

（取り残し）の、回収作業 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・外来生物駆除 

裏磐梯全域 

・保全活動 

レンゲ中瀬沼遊歩道 

・キャンドル回収 

レンゲ沼 

Ｃ 

延べ２０人 
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⑤ 

人々がいつま

でも楽しく住

み続けること

ができる地域

づくり事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地産地消を推進 

ジュンサイを知って、いただこうとジュンサ

イの食べ方の提案など。 

 

 

 

 

 

・観光協会主催「お客様感謝デー」協力支援 

 

 

 

 

 

・観光協会主催「雪まつり」協力支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・村内各団体と連携し、意見を交換 

・サンタハウスのイベント主催 

（裏磐梯サイトステーションにて） 

  

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・地産地消 

各団体との連携 

通年 

・お客様感謝デー 

10/1 

・サンタハウス 

12 月 

・雪まつ 

2/16-2/18 

・地域交流 

2/27 

Ｂ 

裏磐梯サイトステー 

ション、各イベント 

会場 

Ｃ 

８人 

Ｄ 

エコツーリズムに 

関心ある一般市民や 

観光客 

 

Ｅ 

８０人 
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続き 

・地域交流会を開催 

 地域で高齢者をささえていくには、免許書返

納した場合の交通手段や冬の除雪手段などの

地域ならではの問題や、当村の主要産業であ

る観光業の今後の展開・現状（案内看板・ト

レッキングコース状況）について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑥ 

自然環境モニ

タリング事業 

・モニタリング事業 10 項目 

「五色沼自然探勝路」「裏磐梯の水質調査報告」

「野鳥」「絶滅危惧種花」「雄国湿原利用調査」

「磐梯山登山道の状況」「レンゲ・中瀬沼周辺調   

査」「オオハンゴンソウの分布状況」「ウチダザ

リガニ調査」「コカナダモ調査」のモニタリング

を実施。 

  

 

 

 

 

 

 

・報告書作成 

・次年度に向けて、有識者を交えてモニタリング 

の結果を踏まえて検討会を開催 

Ａ 

・モニタリング 

各調査項目ごとに 

年 3回程度 

・検討会 

3/13 

Ｂ 

・各モニタリング 

フィールド 

Ｃ 

1５人 

Ｄ 

自然環境の変化に興味 

がある住民 

 

Ｅ 

２０人 

⑦ 

ばんだいの宝

発見講座開催

事業 

・ばんだいの宝発見講座を開催 

 

 

 

 

 

            

「苔入門」講座 

「春を待つ冬芽たち」講座 

Ａ 

講座開催日 

11/8・5/22 

Ｂ 

裏磐梯サイト 

ステーション 

Ｃ 

延べ６人 

Ｄ 

エコツーリズムに関心 

ある市民やネイチャー 

ガイド 

 

Ｅ 

４０人 
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⑧ 

北塩原村およ

び磐梯山周辺

地域のツアー

造成事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 

続き 

・北塩原村ジュンサイ復活協議会への協力 

 

 

 

 

 

・磐梯山トレイル造成事業（今年度は実施する

ことができなかった） 

・外国人観光客誘致ツアーの造成・実施 

（インフルエンサー・モニターツアー実施） 

 

 

 

  

 

 

 

 

・「桧原湖縦断１０ｋｍ」プログラム実施 

  

 

 

 

Ａ 

・ジュンサイ 

5 月下旬から 8月 

・ツアー造成 

10 月～2 月 

・モニターツアー 

2/24 

Ｂ 

磐梯山周辺 

Ｃ 

６人 

Ｄ 

一般市民・外国人 

 

Ｅ 

３０人 

⑨ 

ラムサール条

約登録地にむ

けての事業と

登録地となっ

た場合の事業 

・ラムサール条約選定候補地としての活動 

・村民への啓発、研修活動を継続 

・行政機関（環境省など）への働きかけを実施 

・利害関係機関への協力要請（啓発） 

Ａ 

通年 

Ｂ 

関係機関・行政機関 

Ｃ 

５人 

Ｄ 

一般市民 

 

Ｅ 

３０人 

⑩ 

磐梯山周辺地

域のワンスト

ップ窓口事業 

・磐梯山周辺地域の観光客への問い合わせに対応

したワンストップ窓口を開設する準備、またそ

の運営方法について検討 

・4月１日より裏磐梯サイトステーション運営を 

委託され、窓口業務・各種問い合わせの対応 

・裏磐梯の情報収集・発信、ネットワーク作りを

開始 

 

 

 

 

Ａ 

通年 

Ｂ 

裏磐梯 

サイトステーション 

Ｃ 

５人 

Ｄ 

一般市民 
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Ⅲ 委託事業 

・地域資源を活用した利雪・克雪事業（福島県より） 

・裏磐梯サイトステーション指定管理事業（北塩原村） 

 

 

 

⑪ 

磐梯山周辺地

域の情報発信

事業 

・エコツーリズム通信の発行 ３回 

 

 

 

 

 

 

・1000 部印刷 村内回覧 研究機関 県内公民

館 

県内道の駅等へ送付  

・メールにて会員・サポート会員・講座参加者 

へ送信 

・SNS を通じての情報発信を強化 

協会ＨＰ／ＦＢ・裏磐梯サイトステーション

ＨＰ／ＦＢを通じて発信 

Ａ 

・通信 

10 月 2 月 4月 

・情報発信 

通年 

Ｂ 

法人事務所 

Ｃ 

３人 

Ｄ 

一般市民 

⑫ 

その他、本法人

の目的達成の

ために必要な

事業 

・守り狐・バランストンボの制作販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・裏磐梯サイトステーション委託管理業務を受諾

し、4月 1日より業務を開始 

・地域の特産品などの紹介・販売 

 

 

 

 

  

Ａ 

通年 

Ｂ 

裏磐梯 

サイトステーション 

Ｃ 

5 人 

Ｄ 

一般市民・観光客 
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Ⅳ 会議に関する事項 

   

・臨時総会 

      開 催 日  2017 年 11 月 8 日（水）午前１１時～１２時   

      開催場所   休暇村裏磐梯 天文台ホール 

 出 席 者  出席者数 ３１名  委任状 ７名 （総会開催時 会員数３８名） 

      議事内容   前身の裏磐梯エコツーリズム協会 事業報告並びに決算報告 

                  前身の裏磐梯エコツーリズム協会よりの寄付金の算入についての承認  など 

・理事会 

 開催日  9 月 28 日  2017 年度第１回理事会 裏磐梯サイトステーションミーティングルーム 

開催日  1 月 9 日  2017 年度第２回理事会        〃 

開催日  3 月 30 日   2017 年度第３回理事会        〃 

・委員会 

      「ばんだいの宝発見講座委員会」「特産品委員会」「レンゲ沼・中瀬沼利活用委員会」 

「サイト管理委員会」「ラムサール検討会」「利雪・克雪事業検討会」等、随時開催 

 

 

Ⅴ 会員 

      ①  正   会 員： 個 人 １９名  事業所 １９事業所 

      ②  賛 助  会 員： 個 人  ３名  事業所  １事業所 

      ③ サポート会 員：     １７名 


